
『一万人のどんぐりの里親』は、天竜川水系全域の山間部と市街
地との市民の協働によって生態系豊かな森づくりを実現しようとい
う呼びかけで、その活動を通して環境教育、情操教育、エコツーリズ
ム、カルチャーなど、本来の森が持つ多様な価値を実現できる森を
創ろうとするものです。
主催団体は、1999年に発足し、2001年にＮＰＯプレンティアの森
として組織化されました。水窪町に一万坪のプレンティア活動対象
地、２千坪の里子の森公園、旧天竜市に２百坪の里山実験林を基盤
として、活動理念の普及、森づくり技術の研究、蓄積、プレンティアイ
ベントの開催支援など、目的の実現の為の多様な活動をしています
。
参加いただくためには、子供会でも父兄会でも老人クラブでも、
勿論幼稚園でも、小学校でも、企業でも組織、団体の意志をまとめ、
当ＮＰＯ本部に『どんぐりの里親』参加の団体の登録をしてください
。団体名、責任者氏名、連絡先等をお知らせいただければ詳細のご
連絡をさせて戴きます。
参加の費用は、里親セット等に要する費用は協賛企業各社様の協
賛金によって賄われておりますので、基本的に無料です。ただし、イ
ベントへの参加を希望される場合は、その開催に要する実費を御負
担戴くことになります。
作業の内容は、
（どんぐりを里子として送りだす山間部）
グループで日程を決めてどんぐり拾いイベントを実施し、拾ったどん
ぐりを選別して里親への手紙を添えて、ＮＰＯ宛にお届けください。
（里親となってどんぐりを育てる都市部）
『里親セット』の中の里親手帳に掲載されたアドバイスを参考にどん
ぐりを育てます。１年間観察しながら育てたら、贈られた町の『里子
の森』への里帰りをします。
里帰りには、
１）里帰りイベントに参加する方法（参加費が必要です）
２）直接植樹する方法（里子の森に植樹できます）
３）ＮＰＯに依託する方法（一括して植樹を代行します）
里帰り後の管理は、ゆっくりと生態系を取り戻して、プレンティア
活動のフィールドとして活用されることによって里山として蘇って行
きます。　

2006年度の里親を募集しています。

株式会社　三　共・三共グループ
株式会社　浜松ケーブルビジョン
遠鉄システムサービス　株式会社
浜松アドベンチャークラブ
株式会社　オーナー商会

2005年度
里帰りイベント主催企業

楽しみとしてやることだからボランティアじゃない。
だからといって、意味のあることだからただの遊びじゃない。

プレンティアとは、
楽しみ（プレジャー）と、奉仕（ボランティア）とを融合させた、

この運動の提唱者による造語です。

2004年の秋に
山のこどもたちから贈られた
一万個のどんぐりの里子が、
街のこどもたちのやさしさに育まれて、
2005年の秋に
1168本のちいさなコナラの苗木に育ちました。
こうして
７回に渡る、延べ297人の手によって、
故郷の山に帰ることのできた里子たちは、
今頃、そのちいさなつぼみの中に
里親から託された夢を握りしめて、
寒さの中でじっと春を待っていることでしょう。
でもこれからは、ひとの手の中でではなく、
自分の力で生きて行くことになるのです。
春になる前に、寒さで萎れてしまうかも知れませんし、
もし春まで生き延びられて小さな葉を伸ばせても、
虫や鹿たちに食べられてしまうかも知れません。
多くの里子たちは、
おびただしい数の命でつながった
果てしない生態系という鎖のひとつとして
終ってしまうことでしょう。
でも僕達は保護という名の
ひとのエゴイズムを押し付けることなく、
生態系の手に委ねようと思っています。
生き残ることのできた里子のどんぐりたちは
その厳しく豊かな生態系の中で、尊厳を持って自立し
里親のみなさんから託された夢を
きっと果たし続けてくれることでしょう。

日の光を林床に届かせて、それまで制御さ
れていた生態系を取り戻させる。伐採と地
拵えは森づくりの外科手術だ。

伐採された木の枝は根株の周辺
に積み上げて堆肥となり、里子
のための栄養になります。

そんなことを実感できる丸鶏が食材。命
が命を支える生態系の中で、ひともまた
その一部なのだと実感できます。

自分の遊び道具を自分の手で
創った経験のない子供達が、バ
ードコール作りに挑戦です。

今ブレークしているカレー界のカリスマ東
京カレー番長が、プレンティアの為にリリー
スしてくれたレシピです。

伐採された木の根株に沿わせて植
え付けます。根株に書かれた番号で
植えた場所が分かります。

春風の頃に芽をだして、秋風が吹く
頃に里帰り。その間の成長は結構楽
しみです。

育てたどんぐりを生態系の懐に戻します
。木の畑だった植林地は、豊かな情操育
の『森』に生まれ変わります。

本部事務局：〒430-0907　浜松市高林5丁目11-6（浜松ケーブルビジョン内）
http://www.hi-map.co.jp/plenteer/

私達の活動は、環境へのやさしさをたいせつにする地域の企業の協賛によって支えられています。

プレンティアの森は、次代に贈る私達のメッセージです。 後援：中日新聞東海本社

山の子供達が拾って町の子供達に託した一万個のど
んぐりを一年間育てて山に帰そうという呼びかけで、水


